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研究要旨 

【背景】肝炎医療コーディネーター(Co)を活かした院内外のウイルス性肝炎に対する取り

組み対策は充分進んでいるとはいえず、さらなる工夫が必要とされる。【方法】Co を用いた

院内肝炎対策の推進と様々な工夫と結果について検証を行った。Co に対するアンケート調査か

ら、Co 活動の阻害要因を明らかにし対策の検討を行った。さらに、海外（ブラジル）での活動にお

ける肝炎対策に対し、本研究が生かせるかどうかについても検証を行った。【結果】Coの地道な

活躍により、院内での DAA 治療対象となる HCV 抗体陽性者は少なくなってきた。さらに、

HCV 抗体陽性者、HBs 抗原陽性者、HBV 再活性が懸念される症例などについての院内紹介は

大幅に増加しており、消化器内科以外の診療科主治医の肝炎に対する理解が進んでいる。ア

ンケート調査から、施設内および地域内での肝炎対策のためには Co自身のやる気と、上司

や肝臓専門医の積極性が重要であることも明らかとなった。会話型ロボットを用いること

で肝炎無料検査数が増加した。ブラジルにおいても、我が国と共通した肝炎啓発が重要であ

ることが明らかとなった。【結語】肝炎対策においては、院内および地域において Co を中心と

した積極的な啓発活動が重要である。さらに、電子カルテのアラートシステムや会話型ロボット

などのツールを用いることで、より効果的に進む可能性が示された。 

Ａ．研究目的 

様々な DAA 薬の登場により C 型肝炎ウイ

ルス排除が可能な時代になってきたことから、

C 型肝炎患者を発見するための検診や病院

への受検・受診勧奨の重要性が益々高まって

いる。近年では検診での HCV 抗体陽性率は

0.5％前後に低下しているが、院内陽性率は

4-6％とまだ高率で、その対策が急務である。

しかし、HCV、HBV ともに院内および地域にお

ける感染対策が充分進んでいるとは言えない。 

大病院においては肝炎陽性者には注意喚

起を行う電子カルテにおけるアラートシス

テムが導入される病院が増えてきた。しか

し、全国の多くの病院ではそのようなシス

テムの導入がなされておらず、院内におけ

るウイルス肝炎陽性者の拾い上げと、受診、

治療への誘導が重要である。同時に、B型肝

炎の再活性化症例を発見するための電子カ

ルテへのアラートシステム導入のニーズは

益々高まっているため、その導入への有用

性、課題について検討を行った。  

院内肝炎対策における Co の役割の重要

性は認識されるようになってきているが、

積極的には活動してない Co が多いとの報

告もある。このため、活動不足の要因と阻害

要因を明らかにするとともに、Coの活動を

支援する手立てについて検討をおこなうこ

とにした。 

 さらに、海外（ブラジル）での肝炎対策活動

において、これまで国内で実施してきた肝炎

対策における海外での有用性についても検討

したので報告する。   
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B. 研究方法 

１）肝炎医療コーディネーターを中心とした院

内肝炎対策 

これまでフローチャートを用いて Co が活動

を行ってきた院内感染対策の継続による、ウ

イルス肝炎陽性患者の治療誘導への有用性

と阻害要因の検証と、その対策について検討

と考察をおこなった。 

また、B 型肝炎再活性化における電子カル

テアラートシステム構築における有用性と問

題点について検証を行った。 

２）高知県肝炎医療コーディネーターへのアン

ケート調査（院内肝炎対策の現状と問題点） 

高知県では平成２３年から令和１年までに

341 名の Co を養成してきた。しかし、現在も実

際に肝炎対策に関わっている Co は多くない、

との意見があるため、その実態と活動状況、

さらには Co による院内肝炎対策の推進の要

因と阻害要因を明らかにする目的で、高知県

内Co290名に対しアンケート調査を実施した。

さらに、その対策についても検討を行った。  

３）会話型ロボット（ペッパーくん）を用い

た肝炎無料検査推進の試み 

 高知県内の総合病院（愛宕病院）におい

て、ペッパーくんを用いて病院受診者（来院

者）に対し、肝炎無料検診の推進が可能かど

うかの検証を 3 週間にわたって実施した。

病院玄関先にペッパーくんを設置し、肝炎

への理解の確認と肝炎無料検診を呼び掛け

た。1週目はペッパーのみ、2週目はペッパ

ー＋事務員、3週目はポスターのみで、肝炎

検診実施数（採血受検者数）を調査し増減の

要因について検討を行った。 

４）海外（ブラジル）における肝炎対策の有

用性と日本での取り組みの相違についての

検証 

 これまで高知大学医学部はブラジルの南マ

ットグロッソ州における内視鏡治療の技術支

援を行って来たが、令和１年は地域の肝炎対

策も併せて実施することになった。地域におい

て無料のウイルス肝炎検査を実施するととも

に、無料腹部エコー検査を実施し、検査の有

用性について検証を行った。また、これまで我

が国で実施してきた肝炎対策が海外において

も有用かどうかについても検証するとともに、

我が国における問題点等との相違点について

も検討を行った。 

 

＜倫理面への配慮＞   

本研究は、基本的に医療従事者に対する

アンケート調査や意識調査が中心であるため

倫理面における特段の配慮は不要である。た

だ、ペッパーくんを用いた肝炎啓発活動にお

いては、患者自らが進んで検査を希望した場

合のみ採血を行っており、調査はその人数の

み集計しているため個人情報は一切含まれな

いため、倫理委員会への申請事案には当たら

ない。ただ、全ての調査において患者の個人

情報保護が必要な事案にあたらないかどうか

を詳細に検討しつつ進めており倫理面には最

大限に配慮して実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

１）肝炎医療コーディネーターを中心とした院

内肝炎対策 

これまで Co が実施してきたフローチャート

（図１）を用いた院内感染対策の継続によるウ

イルス肝炎陽性患者の治療への誘導への有

用性と阻害要因の検証と、その対策について

考察をおこなった。 

 

図１：C 型院内対策フローチャート  
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現在では、高知大学医学部附属病院内に

おいて HCV 抗体陽性患者で治療を有する患

者は１-２名/月程度に激減してきた。ただ、

DAA 治療は行わない重篤例、重症例患者が

多いのが大学病院の特徴であった。ただ、検

査入院などで早期退院する DAA 未治療患者

に対しては、各主治医とのコミュニケーション

を図るなど、今後の対策が重要であると思わ

れた。ただ、HCV 抗体陽性者、HBs 抗原陽性

者、HBV 再活性が懸念される症例などについ

ての院内紹介は大幅に増加しており、Coの熱

心な活動により、消化器内科以外の診療科主

治医の肝炎に対する理解が進んできたものと

推察される。 

 B 型肝炎再活性化に対する電子カルテアラ

ートシステム構築においては様々な問題点が

あることが判明した。該当薬がオーダーされた

場合に、そのアラートシステムが作動するよう

にするなど（図２）、薬剤部の全面的な協力に

より該当薬剤リストが作成、登録された。2 年

以内にHBs抗原、HBs抗体、HBc抗体が測定 

されているかどうかを判断し、測定がなされて

ない場合にアラートが発令し、不足している検

査オーダーシステムに移るシステムを構築す

ることにした。しかし、検査オーダーしなけれ

ば薬剤のオーダーが出来ないようにすると、

主治医がアラートシステムを無視するようにな

るなど、課題とその対策は様々であり、当初

思っていたよりもかなり複雑なシステムである

ことも判明した。 

図２：HBV 再活性化アラートシステム構築 

 

２）高知県肝炎医療コーディネーターへのアン

ケート調査（院内肝炎対策の現状と問題点） 

高知県内肝炎医療コーディネーター290 名に

対しアンケート用紙を郵送し、回答者数：54 名、

回収率：18.6％（調査対象機関：82 施設、回答

機関数：38 施設、回収率： 46.3％）であった。 

肝炎対策に継続的に関わっている Co は多く

ないとの意見があり、本アンケートを実施した。

その結果、多くの Co は講習を受けたものの、

「通常の業務の範囲内の活動」のみで、積極

的に活動している人は少ないことが明らかと

なった（図３）。さらに、もっと活動したいと考え

ている Co も多くないことも明らかとなった。 

図３：肝炎医療コーディネーターの活動の程

度について 

 

さらに、院内および地域内での肝炎対策が

進む要因について尋ねたところ（図４）、専門

医の積極性とともに、Co の積極性を上げた人

が多く、Co の活動の重要性を自身では感じつ

つもどのようにして動いたらよいのかが分から

らないコーディネーターが多い実態も明らかと

なった。 

 
097



図４：院内肝炎対策が進む要因 

   

  

また、施設内（地域内）肝炎対策の阻害要因

についての回答では、「肝炎医療コーディネー

ターの活動不足」を揚げるコーディネーターが

一番多く、次に他部門との連携不足、上司や

肝臓専門医の非積極性・非協力との回答が

多かった（図５）。 

図５：施設内（地域内）肝炎対策の阻害要因に

ついて 

 

今後、Co の活動への意欲を高めるとともに、

継続的に活用するための取り組み、システム

が必要であることが明らかとなった。 

 

３）会話型ロボット（ペッパーくん）を用い

た肝炎無料検査推進の試み 

病院玄関先にペッパーを設置し、肝炎へ

の理解の確認と肝炎無料検診を呼び掛けた。

1週目はペッパーのみ、2週目はペッパーと、

それを補助する事務員、3週目はポスターの

みで肝炎検診（採血）実施数を調査した。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果：（採血受検者数） 

 1 週目（ペパーのみ）：     10 名 

 2 週目（ペッパー+事務員）：  20 名 

 3 週目（ポスターのみ）：     0 名 

 

これまで、当病院での肝炎無料検診実施者は

０名であったが、ペッパー設置により肝炎啓発

と採血を促すことで、確実に採血受検者数は

増加した。しかし、ペッパーに興味を持って集

まってくる人数は多いものの、実際に触れて

肝炎に関する説明を聞く、採血まで至る人数

は思ったよりも多くなかった。そこで、ペッパー

に触れ、説明を聞いてもらうために、ペッパー

への操作を促す事務員を配置したところ、採

血受検者数は 2 倍に増加した。さらに、ペッパ

ーを取り除きポスター啓発のみにした場合に

は、採血受検者数は０名に激減した。 

 

４）海外（ブラジル）における肝炎対策の有

用性と日本での取り組みの相違についての

検証 

 ブラジルの田舎町で肝炎無料検診を実施

した。我が国よりも HCV 抗体陽性者数は若

干高く 18 名/600 人/3 日間（３％）であっ

た。また、腹部エコー無料検査を実施する

と、口コミで多数（300 人/3 日間）の住民

が集まった。肝癌患者はいなかったが、肥満

や飲酒による脂肪肝を伴った肝障害が我が

国よりもはるかに多かった。 

また、地元の看護師や保健師など医療ス

タッフに対し、ウイルス肝炎についての勉

強会を実施（2回）。日本と同様にブラジル

においても、肝炎に対して興味を持ってな
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い住民が多いため、スタッフが肝炎医療コ

ーディネーターの役割を果たすことで肝炎

検診を受けてもらうよう促すことが重要で

あると説明すると、大勢のスタッフが納得

し、自分たちの役割の重要性を認識するこ

とに繋がった。また、ウイルス肝炎に対する

DAA治療の有用性と受検勧奨の重要性、さら

に肥満や飲酒による肝障害に対し指導を行

うことの重要性についても理解が深まった。 

 

D. 考察 

１）肝炎医療コーディネーターを中心とした院

内肝炎対策 

 Co の地道な活躍により、院内での DAA 治

療対象となる HCV 抗体陽性者は少なくなって

きた。さらに、HCV抗体陽性者、HBs抗原陽性

者、HBV 再活性化が懸念される詳細などにつ

いての院内紹介は大幅に増加しており、消化

器内科以外の診療科主治医による肝炎に対

する理解が進んできたものと推察される。 

 B 型肝炎再活性化に対する電子カルテアラ

ートシステム構築においては、薬剤部を始め

としたさまざまな部署による協力による構築が

必要であり、当初考えていたよりも複雑なシス

テムであり、作成は容易ではないことが判明し

た。今後は対象薬剤がさらに増加することが

確実であるため、システム構築は急務である。  

 

２）高知県肝炎医療コーディネーターへのアン

ケート調査（院内肝炎対策の現状と問題点） 

 アンケート結果から、Co は講習を受けたも

ののその後の活動をしておらず、どのように

活動したら良いのかが分からない Co が多い

ことが明らかとなった。また、施設内および地

域内での肝炎対策のためには Co 自身のやる

気と、上司や肝臓専門医の積極性が重要で

あることも明らかとなった。このため、Co の地

位向上と講習受講の意味付けを認識できる体

制が必要と思われた。 

 

３）会話型ロボット（ペッパーくん）を用いた肝

炎無料検査推進の試み 

 ペッパーくんなどの会話型ロボットによる肝

炎啓発活動への使用の有用性について検討

を行った。宣伝効果は高く、タッチパネルによ

る肝炎の説明を繰り返し行うことが出来ること

などからも、今後は会話型ロボットによる啓発

活動、院内活動が増えて来ることが予想され

る。今回の検討から、会話型ロボットの有用性

が明らかになったものの、まだ多くの患者（住

民）は、興味を示すものの触れようとする患者

は多くない。このため、事務員を配置するなど

のちょっとした配慮と対策も重要であることが

明らかとなった。今後は、事務員を配置せずと

も採血受検者数が増加する対策を講じる必要

があることが明らかとなった。 

 

４）海外（ブラジル）における肝炎対策の有用

性と日本での取り組みの相違についての検

証 

 今回初めて海外での肝炎対策に従事した。

C 型慢性肝炎に対し世界的に DAA 治療が使

用可能となってきた現在では、採血やエコー

などの肝炎検診による住民啓発と看護師、保

健師などによる受検勧奨の充実が、我が国だ

けでなく海外でも重要な共通項目であることが

明らかとなった。さらに、日本よりも肥満や飲

酒が多いブラジルでは、住民に対するCoによ

る健康への啓発活動がさらに重要であること

も明らかとなった。 

  

E. 結論 

肝炎対策においては、院内および地域の

Co を中心とした積極的な啓発活動が重要で

ある。さらに、電子カルテのアラートシステム

や会話型ロボットなどのツールを用いるこ

とで、より効果的に進む可能性が示された。  

 

G．研究発表  

１．論文発表 
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